
 

 

 

 

   

 

 

令和 1年 11 月 22日（金）、蒼生病院 3F大会議室にて第 16回市民教室を行いました。今回の市民教室

は当院放射線技師の横田先生より、放射線についてお話していただきました。 

放射線の怖さ、そして放射線の有用性など、正しく怖がり、うまく活用することで大いに役立つものである

ことを再認識することができました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

☆アンケート用紙、当日に会場内でされた質問の回答を横田先生から頂きました。 

 

質問：食べ物に含まれる放射能は取り除くことはできないのですか？ 

回答 ：食べ物に含まれるものは取り除くことはできないです 

      ただ、微量なので、健康被害を及ぼすことはありません。 

     日頃受ける検査などもむやみに怖がらず、正しい線量の把握が大切です。 

 

質問：骨密度の検査はどのくらいの線量ですか？1年に2回程度なら受けても問題ないで

すか？？ 

回答 ：骨密度の検査も胸のレントゲンほどの線量です。 

     健康に問題はないですし、そのリスクより検査をすることの意義の方が大きいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

当院では今後も定期的に市民講座、市民教室を開催していきます。詳しくは改めてご案内をいたします

ので、ぜひ次回もご参加の程、お願いいたします。この度ご参加いただきました皆様には厚く御礼申し上

げます。ありがとうございました。 

 

 

 

身体にお悩みがある方は受診または地域医療連携室にご相談下さい。 

何かと至らぬ点もあるかとは思いますが今後ともよろしくお願いいたします。 

蒼生病院 


